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経営理念

顧客満⾜の追求

⾼い技術⼒と豊かな創造⼒の向上に努め、顧客そして社会のニーズと信頼に応えて、⾼品質な建設作品と

サービスを提供します。

株主価値の増⼤

徹底した効率経営と安定した収益⼒により、事業の継続的発展を実現し、企業価値＝株主価値の増⼤に努

めます。

社員活⼒の尊重

社員の個性と能⼒が遺憾なく発揮でき、働き甲斐のある、開かれた闊達な会社を創ります。

社会性の重視

公正な企業活動を⾏い、社会から信頼される健全な企業市⺠を⽬指します。

地球環境への貢献

⼈と地球に優しい建設企業の在り⽅を常に求め、⽣活環境と⾃然の調和を⼤切に考えます。
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三井住友建設企業⾏動憲章

1.�持続可能な経済成⻑と社会的課題の解決

イノベーションを通じて社会に有⽤で安全な建設作品・ソリューションを開発、提供し、持続可能な経済

成⻑と社会的課題の解決を図ります

2.�公正な情報開⽰、ステークホルダーとの建設的な対話

企業情報を積極的、効果的、公正に開⽰し、当社をとりまく幅広いステークホルダーと建設的な対話を⾏

い、企業価値の向上を図ります

3.�働き⽅の改⾰、職場環境の充実

社員等の能⼒を⾼め、多様性、⼈格、個性を尊重する働き⽅を実現するとともに、健康と安全に配慮した

働きやすい職場環境を整備します

4.�⼈権の尊重

⼈権を尊重し、⼈を⼤切にする企業の実現に努めます

5.�公正な事業慣⾏

法令、社会規範、国際ルールならびに企業倫理の遵守に対する意識を⾼めて、公正、透明、⾃由な競争な

らびに適正な取引を⾏います

6.�社会参画と発展への貢献

社会の健全で持続的な発展への貢献が求められていることを認識し、社会貢献活動の推進に努め、社会と

調和する企業の実現に努めます
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7.�環境問題への取り組み

地球規模での環境への貢献が求められていることを認識し、環境の保全、維持、改善に積極的に取り組み

ます

8.�経営トップの役割

経営トップは、本憲章の精神の実現が⾃らの役割であることを認識して経営にあたり、実効あるガバナン

スを構築して社内、関連会社に周知徹底を図ります。あわせてサプライチェーンにも本憲章の精神に基づ

く⾏動を促します。また、本憲章の精神に反し社会からの信頼を失うような事態が発⽣した時には、経営

トップが率先して問題解決、原因究明、再発防⽌等に努め、その責任を果たします

- 4 - 三井住友建設コーポレートレポート2021



グループビジョン・⻑期経営⽅針

中⻑期的に持続可能な企業であるために、「ありたい姿」としての3つの企業像をグループビジョンとして

掲げ、その実現に向けて5つの⻑期経営⽅針を2016年に定めています。

グループビジョン

1.�安定した収益⼒を確保し、持続的に成⻑する企業グループ

2.�当社ならではの技術とサービスにより、社会的な課題に挑戦する企業グループ

3.�信義と誠実を重んじ、社会建設への参画という誇りをもって、国内外に活躍の場を広げる企業グループ

⻑期経営⽅針

1.�ものづくりの⼒の向上

2.�建設事業の競争⼒・収益⼒の強化

3.�魅⼒ある企業づくり

4.�環境変化に対応した収益基盤の重層化

5.�CSR経営の推進
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2030年の将来像

『新しい価値で「ひと」と「まち」をささえてつなぐグローバル建設企業』

国内建設需要の縮⼩懸念、新興国のインフラ需要の拡⼤、建設産業の担い⼿不⾜の深刻化、ICTをはじめと

した技術⾰新、デジタル化の進展といった当社グループを取り巻く中⻑期的な事業環境の変化に対し、当

社グループの強みを活かして、社員⼀⼈ひとりが未来志向を持って⾏動し、持続可能な社会の実現と当社

グループの持続的な成⻑を遂げるために2018年に定めた将来像です。

中期経営計画2019-2021

『変⾰の加速』

「2030年の将来像」の実現に向けて、⽣産システムの改⾰や⼈材確保・育成、社員活⼒の向上の取り組み

をさらに進め、「変⾰の加速」をテーマに、企業競争⼒の強化と企業価値の創造に取り組んでいます。

2030年の将来像、中期経営計画
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https://www.smcon.co.jp/corporatereport_2021/pdf/value/01/keikaku_oshirase_20190206.pdf



